
　ジュエリータウンお
かちまち（JTO。山本
孝広会長）は、10月
16日、東京・台東区に
ある御徒町駅前の空
き地（区有地）にて、上
野消防署
やALSOK
の 協 力を
基に、地域
一帯の防
災訓練（防
犯防災部
長：赤坂香
津緒）を行った。

　前田
知則副
会長は
「 能 登
半島地
震など
をきっ
かけに
防災の意識は高まっていますが、実際
にどのように道具を使い、どうやって防
災するのかを日頃から体験して確かめ
ておくことが大切です。防災訓練で知
識を得て今後の地域活動にも役立て
たい」と挨拶を述べた。

　上野消防署の岡田消防署長は「首
都直下型地震はいつ起きてもおかし
くない状況で
す。過去の関東
大震災での火
災は134件で
したが、次の首
都直下では4

倍以上の623件の火災が推定されて
います。この火災をどのように消すか
は、訓練が大事です。秋には全国火災
予防運動が実施されますので、火災
低減等の普及推進にご協力をお願い
します」と防災を呼び掛けた。

　 会 場 で
は、地震体
験車、消火
訓練（消火
器 と 放 水
ホ ース ）、
AED体験、
煙体験など

が行われた。近所の幼稚園の児童や
近隣で働く人なども参加した。
　実際に体験した人は、「震度7の
体験は怖かった。動けないし、死
がよぎる」と話した。また別の人は
「消火器の扱いは簡単だったが、1
分1秒を争う現場では躊躇できな
いので貴重な体験だった」として、

防災意
識を改
めたい
と語っ
た。
　防災
意識を
高める
ことは
日頃からの課題。防災グッズがいくらあっ
ても知識がなければ役立てられず、体験
したからこそ体がすぐに動くこともある。
実際に災害にあった地域では、避難や
行動の周知が不十分だったなどの反省
が後を絶たない。その時に後悔を一つで
も減らすには、自分だけではない地域や
仲間との訓練が成果をもたらす。一人で
も多くの参加者を募り続けたい。

　ジュエリーのボラ
ンタリーチェーン
（VC）の日本ゴール
ドチェーンを展開す
る協 同 組 合日本
ゴールドチェーン
（NGC。代表理事：
三村真二）と㈱ジェイ・ジー
パートナーズ（JGP。代表取締
役：渡邉義久）による、指定業
者との懇親会が10月22日、東
京・品川駅直結のビル、品川
グランバサージュにて開催さ
れた。
　懇親会前にはNGC加盟店
（組合員）による総体会議がTKP会議
室で開かれ、その後に記者会見も開催
された。
　全国の有力宝飾小売店有志が集う
NGCは、自社の繁栄だけではなく、加
盟店相互の繁栄のために活動する事
業協同組合で、NGC本部による加盟
店へのサポートは多岐にわたる。商品
供給や催事企画だけでなく、戦略立
案、管理指導、教育研修、後継者育成
事業、ウェブ戦略など加盟店が集まる
ことで生まれるスケールメリットを最大
限に生かし、コスト削減や新規事業に
取り組むとともに加盟店を総合的にサ
ポートしている。
　三村理事長はVCについて「世代交
代は経営者にとって最大の大仕事で
あり、それを受け継ぐ後継者にとっては
初めての壁。経営者と後継者の勉強を
仲間と共に励ましあいながら、同時に
加盟店の経営相談にも積極的に耳を

傾けられることは大きな財産になる」と
した上で、現在の加盟店数は54社380
店舗で、売上高は前年対比では
106.4％（速報値）と好調に推移してい
ると報告し、今回新規入会が2社あっ
たと付け加えた。
　近況については「昨年より私が理事
長を拝命してからは、様々なコンテンツ
を導入しながら、勉強会や総体会議な
どといった活動を毎年継続し、加盟店
の増強を図っています。最近ではバン
コクを中心に買い付けツアーや香港宝
飾展の視察など海外にも目を向け、新
たな市場の開拓を模索しています。国
内の市場が縮んでいく中で、ジュエ
リーのVCも元気がなくなってきました
が、ここにきて2社の新入会があったほ
か、年明けには更に増える予定で、問
い合わせや具体的な話も進んでいると
ころです。それに合わせ、若手を育成す
る“品川黄金塾”を約10年ぶりに始動

させました。一般的には後継者や経営
者の高齢化といった問題がある中で、
NGCは非常にスムーズに世代交代を
行えたことで、若い経営者の力がどん
どん育ち、各社の得意分野をメリットに
活力ある若手経営者によって、新たな
VCとして今後が非常に楽しみなところ
です」と語り、ジュエリー業界をこれま
で以上に盛り上げたいとした。
　さらに、「従来1月のIJT開催の際に
懇親会を設けていましたが、今日の懇
親会の趣旨は、メーカーや問屋さんと
の関係を強固にしていきたいということ
です。1月にもまた懇親会を開く予定で
すが、やはり我々は取引先あっての小
売店であり、加盟店の増員を図りなが
ら限られた取引先ではなく、広く深く太
いパイプで繋がった取引先との関係を
通じて商売繁盛を目指したい」と今後
の方針を表し、いまある40社の指定業
者も増やしたいとした。

　注目事業としては、
1億5000万円を投入
した地金の委託シス
テムがある。現在は目
標値に達し、140％で
推移しているとのこ
と。地金は一番貢献し

ている商材といえ、NGCが取り組
んでいる二次流通の買取りによる
3R事業（リペア、リフォーム、リサ
イクル）の強化にあたり、完全な
SDGｓの流れに沿った形になっ
ているのが強みとなる。
　また、海外視察による新しい
マーケットの模索に対して国内に

おいては、RX Japanが主催する8月の
ジュエリーフェス（BtoC）に4～5社で
出展し、新規開拓に挑戦する。これから
の地方の人口減を考えれば足元の商
圏だけではなく新たなマーケットを求
めていくのは加盟店にとってもプラスと
なり、経営者として当たり前だと説い
た。
　懇親会では、三村理事長が日本ジュ
エリー協会（JJA）の理事になっている
流れから、長堀慶太JJA会長が乾杯の
挨拶に立ち、「JJAはメーカーや問屋の
組織と思われがちだが、NGCのお役に
立てるよう」とJJAの活動やメリットを
説明して勧誘に努める場面もあった
が、JJA勧誘のプレゼンテーションは
NGCの総体会議で行ったということで
簡潔に済ませ、「NGCの益々の繁盛と
業界の発展を」との掛け声で歓談に入
り、和やかな会となった。
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NGCの若手が育ち、新規入会を獲得
海外視察や新市場の開拓など活発な活動

前年比106.4％と売上も好調
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　11月11日は宝石の記念日「ジュエ
リーデー」。小売店からメーカー、卸と
宝石に関わる人たちの記念日だ。
　より多くの人たちに宝石を楽しんで

もらうために、フェアを
開催したり、特別なも
のを提案したりするも
良し、いつも以上に宝

石を身に着け

て出勤した
り 、パ ー
ティーを開
催して楽し
んでみるの
も良いだろ
う。
　日本ジュ
エリー協会

（JJA）では、JJA会員に限定せず、JJA

が所有するジュエリーデーのロゴマー
クを無償で提供している。
　たくさんジュエリーを売りたいところ
だが、まずは宝石関係者が宝石を楽し
んでみてはどうだろうか。すぐに売上を
考えるかもしれないが、「ジュエリー
デー」の日ぐらい、宝石を楽しむ心を優
先してみてはいかがだろうか。
　宝石を楽しむ業界である方が、きっ
と多くの人から愛されることだろう。
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